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明治１５０年記念式典 安倍内閣総理大臣式辞 

 

今から１５０年前の今日、明治改元の詔勅が出されました。この節目の日に、各界多数

の御参列を得て、明治１５０年記念式典を挙行いたしますことは、誠に喜びに堪えないと

ころであります。皆様と共に、我が国が近代国家に向けて歩み出した往時を思い、それを成

し遂げた明治の人々に敬意と感謝を表したいと思います。 

 近代化への道のりは、大きな危機意識の中で始まりました。当時、技術に先んじる列強が

植民地支配を進め、その波がアジアにも押し寄せていました。国力に後れを取っていた我が

国は、正に国家存亡の危機に直面していたと言っても過言ではありません。 

 独立を守らなければならない。当時の人々は、文字通り命懸けで、情報を集め、策を練

り、そして、果敢に行動しました。内外旺盛な交流により、学びに学んで、最先端の知を貪

欲なまでに求め、それにとどまらず、日本の良さや伝統をいかしたものにまで高めていきまし

た。 

 五箇条の御誓文が、古い陋習（ろうしゅう）を破れと説き、身分や階級を問わず志を追

うべしと勧めたとおり、新しい国づくりに際しては、それまでの身分、武士・農民・町民の別に

関わりなく、若者や女性を含め、志を持った人々が、全国各地で躍動しました。外国からも

多くの人々が訪れ、我が国の発展に大きな役割を担っていただきました。 

 明治という時代が新たに生み出した多くの人材が、急速な近代化の原動力となり、我が

国は近代国民国家への第一歩を踏み出しました。憲法の制定、議会の設置、内閣制度

の導入など、立憲政治・議会政治の基礎が築かれました。工業化の進展、鉄道の開通、

郵便や金融制度の整備。産業も大きく発展しました。義務教育が導入され、女子師範学

校が開設されるなど、教育が充実したのもこの時代です。現在の政治、経済、社会の土台

が築かれました。 

 我が国の近代化は、西洋に比べて、極めて短い期間に行われました。それまでの歴史の

礎があっての飛躍であろうことを併せ考えたとしても、それを成し遂げた先人たちの底力、道

半ばで倒れた方々も含め、人々にみなぎっていた、洋々たる活力、志の高さに驚嘆せずに

はいられません。同時に、今を生きる私たちも、これを誇りに力強く歩んでいかなければならな

いと思います。 

 今日、我が国は、内においては、急速な少子高齢化が進行し、外に目を転ずれば、急激

に変化を遂げる国際社会の荒波の中にあります。正に国難とも言える時代にあって、故

（ふる）きを温（たず）ね新しきを知る。明治の人々が、勇気と英断、たゆまぬ努力、奮

闘によって、世界に向けて大きく胸を開き、新しい時代の扉を開けたことに想いをはせなが



ら、私たちは、この難局に真正面から立ち向かい、乗り越えていかなければならないと思いま

す。 

 現在、明治１５０年関連行事として、近代化の歩みが記された歴史的遺産を次世代

に残し、学び、将来につなげていこうとする取組が、全国各地で行われています。特に、若い

世代の方々には、是非とも、この機会に、我が国の近代化に向けて生じた出来事、人々の

息遣いに触れ、光と影、様々な側面を貴重な経験として学びとって欲しいと思います。 

 来年は、約２００年ぶりに天皇陛下が御退位され、皇位の継承が行われます。その翌

年には、東京オリンピック・パラリンピックが開催され、世界中の人々が我が国を訪れ、世界の

関心が日本に集まります。我が国は、正に、歴史の大きな転換点を迎えようとしています。 

 私たちは、平成のその先の時代に向けて、明治の人々に倣い、どんな困難にもひるむこと

なく、未来を切り拓いてまいります。そして、平和で豊かな日本を、次の世代に引き渡してい

く、その決意を申し述べ、式辞といたします。 

 


